
第７５回十日町雪まつり

実施変更企画
（変更箇所抜粋）

Ⓒ十日町雪まつり実行委員会

別紙１

※主な変更箇所は赤字記載



１．第７５回企画骨子（案）

①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリアを設定
（十日町駅・越後水沢駅・下条駅）
▷雪像・雪遊び・焚火・マルシェ・雪上キャンプ

④雪上花火（虹雪花火）

▷ 2/17（土）午後6時50分に中心市街地付近の信濃川沿岸で
打ち上げ
▷観覧場所は西小学校⇒総体駐車場周辺（まちなかスノー
パーク）を指定

③SNSフォトコンテスト
▷家族やご近所での雪だるまや雪像づくり・雪遊びなど、
雪国の日常を楽しむ画像をInstagramに投稿（日本遺産と
の連携）

②雪の芸術展
▷金曜日の日中に仕上げ・夕方に審査（午後７時結果発表）
⇒芸術部門の作品審査は実施しない。
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【開催日時】令和６年２月１６日（金）午後４時～午後９時
令和６年２月１７日（土）午前10時～午後８時



09:00 オープニング（イベント等なし・花火）

09:30
駐車場シャトルバス運行（JA～西小付近・周辺駐車場～水沢

ひろばなどマイクロバス・ジャンボタクシー約15台）

日中 ３拠点エリア、雪の芸術展雪像見学

18:00 ステージイベント（雪の芸術展表彰）など

18:50 雪上花火スタート（歌とコラボ）

19:15 雪上花火終了

20:00 第75回十日町雪まつりクローズ

20:45 駐車場シャトル運行終了

＜１６日（金）＞
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１．第７５回企画骨子（案）
［タイムテーブル］

メイン
時間帯

16:00 メイン会場オープン

17:00
雪の芸術展審査スタート（審査員５名×２～４隊）⇒審査は
実施しない。

18:00 オープニング（地元出演者などによるステージイベント）

19:00
雪の芸術展審査終了（２～４隊合議による賞決定）
雪の芸術展審査結果発表（HP・SNS・報道発表）
※表彰は2/17（土）夕方⇒審査は行わず、表彰式は実施しない。

＜１７日（土）＞



①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリア（全体）

（小千谷←） （→ 津南）
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修正する



①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリア（楽しみ方）

【十日町駅（西口エリア）】
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■駅西口から緑道を経由して、
博物館・緑の広場・情報館・
西小学校グラウンド⇒総体駐車
場への動線を設定（50cm程度の圧
雪路）。
■緑道を除雪することである雪で
雪壁を設置、周囲の風景と遮断し
た雪国の世界を演出。夜間は、
西小学校児の協力を得て、
LED灯籠で光の演出を追加。

■西口公園（時計台付近）にある
雪で降雪を利用した雪山等を造成。
駅を起点とした雪国への入口を演
出。
■緑の広場TOPPAKUパークに、ほ
んやら洞数基を造成。雪国文化体
感プログラムを展開。
■西口公園については、西部地区
振興会による運営。

緑道（雪壁）

雪遊び



①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリア（楽しみ方）

【十日町駅（西口エリア）】
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■緑の広場や「まちなかスノーパーク
（西小学校グラウンド）⇒（総体駐車場周
辺）」などに、
雪遊びゾーンと合わせて焚火台設置や
雪上デイキャンプゾーンを展開。

雪遊び・雪国文化体験

デイキャンプ（スノードーム）



①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリア（楽しみ方）

【十日町駅（虹雪花火）】

虹雪花火
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■「まちなかスノーパーク（西小学校グラウンド）⇒（総体駐車場周辺）」
からの観覧を想定し、中心市街地付近の信濃川沿岸から打ち上げ。



①駅を起点に歩いて楽しめる拠点エリア（楽しみ方）

【十日町駅】

西口エリア

終日

西口公園［雪遊び・飲食］

▼

緑道［雪灯の小径（雪壁LED灯籠）］

▼
博物館・緑の広場［雪国文化（ほんやら洞等）・飲食］

▼

まちなかスノーパーク（西小学校グラウンド）⇒（総体駐
車場周辺）

［雪遊び・ミニＳＬ・デイキャンプ・飲食・焚火・花火］

Ⓒ十日町雪まつり実行委員会 8

※西口エリアに企画を集中（別紙イメージマップ参照）

（東口）
駅前イベントひろば［雪像・おもてなし］
雪の芸術展［本町一丁目・七和ランド］



②雪の芸術展

（→ 津南）

▷審査日時（※結果発表１９時過ぎ、
１７日（土）１８時～表彰イベント）

２月１６日（金）１７時００分～１９時００分

▷審査方法
審査員１２名（２～４隊編成・１隊あたり６作品程度）
※従前は２隊編成・１隊あたり１２～１４作品

▷概要
雪像の仕上げ作業・審査を金曜日に実施（前回は土曜日）

⇒審査は実施しない
＞＞＞金曜日とすることのメリット

ア）受賞作品の見学時間
イ）雪像制作見学・参加という新たなプログラム
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▷賞金の増額及び上位への重点配分・賞の設定数減
１位・２位３０万円（７位まで１０万円以上）

⇒雪像を制作した場合に一律５万円
▷安全対策
気温上昇や高所作業時等のガイドラインを提示



③SNSフォトコンテスト（※実施内容は検討中）

（→ 津南）
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▷概要
Instagramフォトコンテスト
家族やご近所での雪だるまや雪像づくり、雪遊びなど、
雪国の日常を楽しんでいる画像を、「＃雪とある日の
とおかまち⇒snowrich」のハッシュタグを付けて投稿
（日本遺産『究極の雪国』との連携）
審査により優秀作品選定（５点程度）※賞品あり

▷実施期間（募集期間）
２月上旬～３月中旬（予定）
※期間中、応募作品をSNS・HPで公開
※十日町雪まつり当日の様子も応募ＯＫ

▷審査方法
３月中に審査
※結果はSNS・HP・地元紙に掲載



企画④雪上花火（虹雪花火）
（小千谷←） （→ 津南）
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［打上場所］中心市街地付近信濃川沿岸
［観覧場所］まちなかスノーパーク

（西小学校グラウンド）
⇒（総体駐車場周辺）



④雪上花火（虹雪花火）

（→ 津南）

▷打ち上げ日時
２月１７日（土）１８時５０分～１９時１５分

▷概要
中心市街地付近の信濃川沿岸で打ち上げ

▷観覧場所
まちなかスノーパーク（西小学校グラウンド）
⇒（総体駐車場周辺）

▷花火プログラム
①メインは二尺玉
②次のイメージで構成
＞十日町雪まつりのテーマ『雪の白に明日を描く』
＞未来志向の虹色
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